
キャンパスライフは、学生生活の支援と報告を目的として、学生・学生保護者・大学院生・卒業生を
対象に年２回発行される広報誌です。学生委員会と学生自治会が共同で、学生生活に関する情報を発
信していきます。

学生部長より新入生へご挨拶

台湾よりマスクの寄贈がありました

本学は台湾の高雄医科大学と学術
交流協定を結んでいることからも、
学生にとってより台湾を身近に感じ
られる機会となりました。コロナ禍
で対面での交流は難しい状況ですが、
コロナを通して結ばれたご縁に感謝
しつつ、国境を越えた共助の実際を
学ぶことができたと思います。

日本からコロナワクチンの無償提供を受けた御礼として、この度、台湾
桃園市のマスクメーカーから愛媛県に、マスクを寄贈していただきました。
本学には5枚入りサージカルマスク380パックを寄贈いただき、学部生・助
産学専攻科生の希望者に配布いたしました。

新入生の皆さん、ご入学大変おめでとうございます。
これからの4年間、記憶に残る充実した学生生活送っ
ていただきたいと願っています。学生委員会では、学
生生活に関わる様々な相談に応じたり、みなさんの健
康と安全を守るサポートをさせていただきます。また、
学生自治会と一緒に、学生祭やスポーツイベントなど
楽しい企画も予定しています。まだまだ新型コロナウ
イルス感染症との戦いが続いていますが、感染症対策
をしっかり取りながら、楽しく有意義な学生生活を
送って下さい。

学生部長 山田武司



SDGs学習会を行いました！

12月9日に学生自治会でSDGs学習会を行いました。SDGs(持続
可能な開発目標)とは、2030年までに持続可能でよりよい世界を
目指す国際目標で、「誰一人取り残さない」ことを誓っています。
近年SDGsの話題がメディア
などでよく取り上げられてい
ます。また、講義の中でも話
に上がることがあり興味を
持ったため学習会を行いまし
た。学習会では、17の目標の
内、目標3・12・14について
各自調べたことを発表し、大
学・私たちにできることは何
か話し合いをしました。マイ
バックやマイボトルなどマイ
○○の持参、外国語や手話、
点字などの習得など私たちに
できることも多くあります。
SDGsについてより多くの方
に知ってもらうために、大学
の電子掲示板に学習会でのま
とめを掲載しています。お時
間のある時に見ていただけれ
ば嬉しいです。

引用：国際連合広報センター

学生自治会 活動報告

クリーンアップ大作戦を開催しました！

12月14日、15日、16日のお昼休みにクリーンアップ大作戦を
実施しました。落ち葉の掃き掃除や窓拭きなどの校内清掃を行
い、3日間で計77名の方に参加していただきました。中には3日
間毎日参加してくださった学
生もいました。3日目は学生
だけでなく先生方にも参加し
ていただき、3日間で校内を
とてもきれいにすることがで
きました。



3日間参加した学生からは、「学校をきれい
にしたいという思いで参加した。最後に落ち
葉の入ったゴミ袋がたくさん積まれているの
を見ると達成感があった。」「今後また行わ
れることがあれば参加したい。」などの声が
ありました。今回のクリーンアップ大作戦を
きっかけに学生
の環境美化に対
する意識が高ま
ればと思います。

学生に食券を配布しました！！

今年度は新型コロナウイルスの影響で学生祭を行うことができま
せんでした。自治会では学生祭の代替イベントやコロナ禍以前に本
学で行っていた、球技大会などのイベントを行えないか検討してき
ました。しかし、新たな型が発見され全国的に感染が再拡大するな
ど、新型コロナウイルスの勢いが収まることはありませんでした。
これらのことから多くの人が集まるイベントを行うことは今年度も
困難だという判断になり、実行することは叶いませんでした。
人が集まらずに行えるイベントを色々と考えた結果、自治会活動

のひとつとして学生祭と球技大会の代替イベントとして、食券の配
布事業を行うことにしました。名付けて「食堂応援事業」です。こ
れは自治会から学生へ、本学食堂ソエルの食券を配布するというも
のです。Aランチ食券を2枚、Bランチ食券を2枚、かけうどん券を1
枚、デザートなどが買える80円分の券1枚の計6枚を配布しました。
食券を受け取った学生からの声として、「色々なメニューが食べら
れるうえに、デザートも食べられて嬉しい」や「普段学食を食べる
機会は少なかったけど、食券をもらったことで利用する頻度が増え
た」というものがありました。

まだまだ感染が収束する気配はなく、
集まって何かをするということは難し
いかもしれませんが、感染が収束した
時にはまた楽しめるようなイベントを
企画したいと思っています。
その時はぜひ一緒にイベントを楽しん
でください！！
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去る10月22日に防災訓練を実施しました。今年度からの試みとして、訓練
実施前に防災授業を行いました。防災授業では防災委員会が作成した3本
の動画「水害編」「地震編」「災害への備え」を視聴し、実際に被災した
場合に取るべき行動について話し合いました。その後の訓練では、砥部消
防署署員の方から火事を見つけたときの行動について、お話を伺いました。
消火器を使う際は①（安全）ピンを抜く、②ノズルを火元に向ける、③距
離をとる、④（レバーを）押す、の順番で消火します。この手順の頭文字
である「ピ・ノ・キ・オ」を覚えておくと良いそうです。実際に消火器使
用を体験した教職員からは「消火器の使い方は思ったより簡単だったが、
『火事だ！』と大声を出す難しさを感じた」との声がありました。学生の
皆さんも、もしもの場合に備え、消火器の使い方や避難経路の確認を随時
行うようにしてください。

防災授業の様子
実際に消火器を使って

火元に水を当てる訓練を行いました

学生委員会では、学生の皆さんが充実した学生生活を送れ
るよう、様々な支援を行っています。悩み事や相談があれ
ば声をかけてください。いつでもお待ちしています。

防災訓練を開催しました

学生相談室より

「偶然の一致」に驚いた経験はありませんか？一見すると何の意味もないよ
うな出来事が、「意味のある一致：共時性」として実を結び、新しい自分を
発見することがあります。苦しい状況をもちこたえ、心の準備が調った時、
ふとした瞬間にそれは訪れるようです。悩んだ時はチャンスです。みなさま
の体験をぜひ聴かせてください。毎週火曜日に開室しています。
〜相談に関する秘密は守られます。安心してご利用ください〜

カウンセラー（臨床心理士・公認心理師）信原真紀
イラスト：ノブハラマキ


